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● 県 着 た の l―lt的■ 凌 品 (か まぼ こは lT‐ く
'及

び これ

に準 ず る新 た に 生 ま れ た ェ 暮 品 で 商 品 価 値 が 有

く、今 後 需 要 ,人 が 期 イラで す るた の と し ます .

● ■ 周 製 年 に よ る 出品 t可治こと します .

● [紙製 品 ]ネ 引 水 号納工 不囃  紙か工品写

募 集 作 品

● [木 竹 工 暮 品 ]:千器  "工 暮 品  ネ エ 品 等

県 内 在 ■ の個 人 ス は県 力 事 業 所 に動 務 す る個 人 .

ただ し、 甘オ」を 目合力と して製 造 して い る方 に限 ります.

年 齢 の制 限 に あ りませ ん。

(■

'■

■4■労働
=『

T理局観光物庄課力 |

T79085701,■ ●―番回T4T目 42
80399122493● 0399122439

旱指 定t気 0つ■ 凌品等 の

'統
工 事士 や次代 を狙 う技術 者 が製Fし た市場

的価 1直 の斉 しヽ宙品 を発掘 し、顕彰 す ることによって、生瑾者 の市場 ニーズ

にた した、 デザイン性 の有 い査品づ くりヽま を宙 め販路拡大 をた めます.
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販 売 す る こ と を 日 |う に ltた す る tの
限 ります .

週
=に

他 の コ ン ク ー ル 年 に お い て 出

して しヽ な い tの に限 ります。

受 賞 後 1年間 県 に貸 与 で き る tの に

ります .
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● 附 維 製 品 ]力 す リ タオ ル等

● [陶 芸 ]瓦  陶 雄 器 筆

●[そ の他 の工 芸 品 ]

ガ ラス 製 品  石 材 か 工 品  鉄 力。工 品

質
=品

 II具 等

た 募 作 品 が不 適 省 とチJ断され る場 合 は、

出品 をお断 りす る場 合 が あ ります。

干 成 25年 7月 30日 (人 ,

午 後 1吟か ら午 後 4■ まで

千 成 25年 8月 1日 (木 )

午 後 2■力 ら午 後 4嗜 ま で

搬 人 出 は テ ク ソフ ラケ■ ,iけ
`山

“

ス木

=田
町 337-1,17皆 テ ク ノ■ ―ル まで 出品

■ の■■ で,っ て くた さ せ

出 品 を希 望 さ れ る方 tよ、 I成 25年7月 23日 (人 )ま で に 出

品 申込 書 (県ホー ムベー ンか ら夕
｀
ウンロー ド可)に 又 要 事 項

を記 入 し、実 fT姜 員会 事 務 局 まで お 申 しさ み くだ さ い.

本 お、 組 合 年 に居 し て い る方 は、 原 員」と し て 組 合 等

を通 じて お 申 し込 み く だ さ tヽ .

■ 出品物の管理 tつ いては it帯
"・

■います力・ ス人
その1■不■の手故による場合はその■めを貫いかね
■ す の で こ 了承 く だ さ い

出品者 と審査 員年 による交流全

暮 査 会

展 テ 会 (一般 開 放 )

平 成 25年 7月 31日 (水 )

午 後 18寺 か ら午 後 4吟 まで

テ ク ノプ ラザ 震 媛 1陪

テ ク ノホ ー ル

審査 員 :デザ イナー、 バ イ ヤー

衛 夏マ ス コミ書

“

像

平 成 25年 8月 1日 (本 )

午 御 吟 か ら

“

麦28今 まで

テ クノブ ラザ 螢 嬢 l10

テクノホ ー ル

表 彰 式

千 成 25年 3月 1日 (木 )

午 前 10■か ら午 後 18今 まで

テク ンフ ラザ 愛 崚 1皓

テクノホ ー ル

21世紀 え ひ め の● 統 工
=大

賞 実 行 委 員会 事 務 局

:梶贅[1,Lん ■i

平 成 25年9月 県 庁 にて開 催 予 定



く賞種〉
● 21世紀 えひ め の伝 統 工 暮 大 贅  ・ ・ 1点 賞メ み び技 llI習 得 婆 励 鰤 0万Л

021世 紀 えひ め の,flF工暮 優 チ 賞 ・・ 1● 賞メ 4び 表 術 習得 諄 励 全 5万Л

● 愛 媛 新 聞 社 長 宙    ・・ ・・ ・  1●  賞ホ 4び 記 奮 品

● 育 海 放 送 社 長 質  ・   ・  ・    1■  賞ホ み び言こた 品

0テ レ ビ重 媛 ● i賞    ・  ・    1点  贅林 及 び記 2品
● あ い テ レ ビ社 長 贅    ・  ・    1●  ■ ,大及 び記 2品
● 羮 媛 朝 日テ レ ビ社 長 賞  ・  ・    1●  賞 状 及 び記 奮 品

● 21世紀 え ひ め の,統 工 ■ 妥 励 責  ・ 5点 贅状
*'ttt t人 のt匠藩 に抵離すること力り,明 した場合、鬼JFに疑量が生した場合

ス は ●
・ 募 資 ■ を読 ん さ な し こ とカサ リ明 し た 場 合 に よ 入 賞 を取 り瑣 す こ とが あ り ま す

(作品のPR・ 販路拡大支援〉
入 賞作 品 は、 受 賞後 1年 FHI、 県内 外 におけ る帯 々な晨テ 会等 に おいて

PRを行 い、販路拡大 に努 め ます。 また、作 品 の一部 は、募門 家 による

プ ラ ッシ ュア ップや テ ス トマ ー ク テ イ ング等 の対 象 と して、 真 な る

販路 拡大年 を実授 してい く予定 で す。

1斉 品 価 値

育 品 価 慎 が宙 く、 今 後 界
=品

と して需 要 tj4大 が 期 ●

で す るtの
2コ ンセ フ ト

製 品 に お け る製 ● 者 の 主 張 が ,砲り|力 で あ り、 力 つ

朝 確 で あ る こ と

3デ ザ イ ン

製 f● の形 1大、 色 彩 、 模 薇 等 外 観 を構 成 す る要 景 が

縫 合 |力 に美 し く構 成 さ れ、 か つ独 ら,的 で あ る こ と

4,支術

製 品 の製 f● に育 度 な揃 ス は技 法 を駆 使 した も の

松山観光港

道後温泉

こ

…●U    8
● II躾道瑯

●航 空 機

●枷」自動車道

UR社Ш駅より車て20分 (3km)

哺河原綜置ノ子駅より徒歩15分 (1 5km)

l.に三遇よつ争で3D分 (1 5km)

J tt Cよ り幸て20分 (:2kn)

|ヽJJCよ り中で10分 (3て,)

螂 を,1用される″ ヽ

],用 の際ま詳百したザ所 1,Iこ 出y車しないてく|.さい

・も

、
、

７

曇崚県蕉業技術研力所

雪帽県産業情報センター


